
　レーザー測量成果の点群データを活用し、DSMから樹冠高、DSMと DEMの差分
（DCM）から植生高の分布を求め、さらに複数年のデータを経年比較することで、植生
の生長量を求めることができます。取得した植生データを平面二次元流況解析モデルに
組み込み、洪水解析も実施可能。優先伐採箇所の選定など、これらの技術を河川管理に
活用することができます。
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平面二次元流況解析に組み
込む植生範囲が明確になる。

植生図を重ねた表示
とすることで、群落
毎の植生高さの確認
ができる。
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